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◇◇◇ 今年の冬は雪の少ない暖かい冬でした ◇◇◇ 
 

今年の冬は雪が少なく除雪の依頼がなかったので、敷地内の

除雪をするほかは主に室内作業をして、昨年収穫した大豆や小

豆の選別と袋詰め、石臼で挽いたきな粉の試作品作り、品物を

入れる新聞紙の手提げ作りをしました。 

特に新聞紙の手提げは、本体や取手部分などいくつかの部品

に分けて各人で作り、それらを貼り合わせて組み立てます。現

在は、少量の品物を入れるための小さな手提げも製作してお

り、その側面には絵の得意な人が描いたオリジナルのイラスト

を貼っています。           （S.D. 50代男性） 

○○○ 春の準備にとりかかりました ○○○ 
 

3 月下旬、これからの季節の楽しみのひとつとして、沢山の

野菜の種植えから始まり、気持ちいい晴天のもとでハウスのビ

ニール張りを行いました。ビニール張りは、みんなで声を掛け

合いながら行いました。また、部屋の窓辺に置いた種もすくす

くと元気に成長し、ポットへの移植も始まりました。 

安全で美味しい野菜を販売するために、これからの成長と、

収穫して試食できる日が来るのをとっても楽しみに作業を行

っています。             （K.A. 50代女性） 

新聞紙の手提げ作り風景 
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 紙袋ランターンの製作 

今年の 2 月 22 日に開催予定の「たきかわ紙袋ランター

ンフェスティバル」に向けてランターンを製作しました。

それぞれが好きなイラストを描いたり、切り絵などをして

作品を作る楽しさを工房の仲間で共有でき、楽しい時間を

過ごせました。残念ながら新型コロナウイルス感染拡大の

予防のため、今回の開催は中止になってしまいましたが、

作品はフェスティバルの事務局で保管しているので、来年

に展示される予定です。      （T.T. 40代男性） 

環境にやさしい洗剤として、天ぷらの廃油を利用した石鹸作りをし

ています。ペットボトルに入った 200ccの水に、80gの苛性ソーダを

少しずつ入れて完全に溶けるまで振って混ぜると熱いお湯のように

なります。そのペットボトルを水に浸して冷ましてから、廃油 600cc

を注ぎ入れてフタを締め、白濁した液体になるまで激しく振って混ぜ

合わせます。その液体を空になった油の容器に入れて固まるまで数日

間放置し、容器ごと輪切りにして、さらに固くなるまで写真のように

放置して石鹸が出来上がります。今回は油の容器を使いましたが、牛

乳パックが最適です。まるで小学校時代の理科の実験のように楽しく

作業ができました。この石鹸を工房での食器洗いなどに利用します

が、いずれは販売もしていきたいと考えています。 

（S.D. 50代男性） 

紙袋ランターン作り風景 

 

お好み焼で昼食会をしました 

3月 23日にお好み焼きの昼食会をしました。写真に載せてあるお好み焼きは、主に長芋を使っ

ていて、それに工房で採れた長ネギも使っていてとても甘みがあるので、お好み焼きととても合

っていました。皆で力を合わせて作ったので、いつもと違う形で昼食ができ、とても楽しく美味

しく頂きました。また皆で昼食会を行えたらいいなと思いました。    （T.O. 20代男性） 

製作した紙袋ランターン 
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